
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

火災のない明るい吹田市を築きましょう 
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第６４号 
火事と救急は 

局番なし119番 

平成２２年度全国統一防火標語 

「消したかな」 あなたを守る 合言葉  
 

 
  ◎吹田市防火連合会名簿◎ 

 

  

 

※敬称略 ◆協 会 だ よ り◆ 

 



吹田市防火連合会 

６月２５日（金） 総 会（千里山 柏屋） 

 

吹田市工場危険物防火協会 

 ４月１５日（木） 役員会（消防本部） 

 ６月 ２日（水） 総  会（東急イン） 

 

吹田市建設業防火協会 

 ４月１３日（火） 幹事会（消防本部） 

 ６月 ３ 日（木） 総  会（東急イン） 

 

吹田市公衆集合場防火協会 

 ４月１６日（金） 役員会（消防本部） 

 ６月１８日 (金） 総 会 

（サニーストンホテル） 

 

吹田市家庭防火クラブ連絡協議会 

 ５月１２日（水） 総  会（消防本部） 

 

吹田市防火さつき会 

 ４月１９日（月） 総  会（消防本部） 

 

  

 吹田市防火連合会名簿 *敬称略 

役  職 氏  名 事 業 所 名 等 所  属 

相 談 役 阪 口善雄 吹田市長  

〃 俊 多希憲 吹田市消防長  

会   長 市 川盛壽 豊津振興市場協同組合 公衆・会長 

副 会 長 金谷高義 
アサヒビール(株) 

吹田工場 
工危・会長 

会計監査 石井章雄 サニーストンホテル 公衆・副会長 

会 員 川 野正善 
吹田市千里市場商店会 

協同組合 
公衆・副会長 

〃 木 村友彦 クラブ・アルドーレ 公衆・副会長 

〃 山 田寿一 ＤＩＣ(株)吹田工場 工危・副会長 

〃 西 林秀幸 (株)日本触媒吹田工場 工危・副会長 

〃 日 向  伸 山文油化(株)吹田工場 工危・副会長 

〃 天 野正夫 
(株)ＮＥＯＭＡＸ 

マテリアル 
工危・副会長 

〃 橋 本  浩 (株)橋本工務店 建設・会長 

〃 橋 本  治 橋本建設(株) 建設・副会長 

〃 田 中敏之 栄電気(株) 建設・副会長 

〃 中 村英夫 (株)江坂設備工業 建設・副会長 

〃 渡 邉  眞 (株)ワタナベ 建設・副会長 

〃 阪 本  緑 
吹田市家庭防火クラブ 

連絡協議会（上山手） 
家庭・会長 

〃 笹 川 順 子 
吹田市家庭防火クラブ 

連絡協議会（川面） 
家庭・副会長 

幼年消防クラブ（吹田市立片山幼稚園） 

公衆…吹田市公衆集合場防火協会 

工危…吹田市工場危険物防火協会 

   建設…吹田市建設業防火協会 

家庭…吹田市家庭防火クラブ連絡協議会 

超微量金属分

析装置

（ICP-MS) 

 
 
 

 

・消火器の不適切な点検の被害 

が多発しています。 

・トラブル防止のポイント 

・はっきりと点検を拒否する。 

  ・契約書にハンコを押さない。 

   ・所長、店長さんが知っていてもだめです。 

パート・アルバイトさんにも、説明しましょう。 

サイン、ハンコをも

らえば 

こちらのもの・・ 

注意！ あ な た の 事 業 所 が  

狙 わ れ て い る 

 

 

 

◆協会だより◆ 
 



 

・消防本部理事     松 中 唯 人 

(大規模・特異災害担当)  （消防本部理事総務予防室長事務取扱） 

 

・総務予防室長     室 谷 龍 一 

（南消防署副署長 第１警備担当） 

 

・消防本部総括参事   山 崎 清 治 

(総合防災・服務規律担当)（消防本部総括参事 

政策推進部総括参事兼任） 

 

・消防本部総括参事   中 村   雅 

指令調査課長事務取扱               （警備課長） 

 

・南消防署長      村 上 博 之 

（東消防署長） 

 

・西消防署長      宮 田  博 史 

 （消防本部総括参事 

指令調査課長事務取扱） 

 

・東消防署長      髙 松  啓 一 

（西消防署副署長 第１警備担当） 

 

・予防課長       前 田  昌 史 

（予防課長代理） 

 

・警備課長       中 西 康 太            

（警防指令室参事） 

 

・警防指令室参事    岩 熊  健 三 

           （指令調査課指令調査第２司令） 

 

・救急救助課長     廣 瀬  栄 二 

（予防課長） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 平成２２年６月８日（火）、吹田市消防本部８階研

修室において、吹田市危険物安全週間の実施行事とし

て、ダイセル化学工業株式会社レスポンシブル・ケア

室主任部員の大和勉氏に講師をお願いし、「企業の安

全文化～最近の事故事例に学ぶ～」と題した講演会を

開催しました。 当日は、吹田市内の危険物事業所の

関係者、市民及び消防職員等が多数出席した中、各種

災害の事故事例などを挙げていただき、その対策と日

頃からの取り組みの大切さなど、保安防災に非常に参

考となる講演でした。 

◆ 消防本部人事異動（課長級以上）（平成２２年４月１２日現在）◆ 

◆ 吹 田 市 危 険 物 安 全 講 演 会  ◆ 

 

 

・南消防署副署長    内 田  春 夫 

 (第１警備担当)              （東消防署予防司令） 

 

 

・南消防署副署長    木 田 雅 弘 

 (第２警備担当)          （北消防署福署長 第１警備担当） 

 

 

・北消防署副署長    金 崎 広 和 

 (第１警備担当)        （西消防署副署長 第２警備担当） 

 

 

・西消防署副署長    池 上  毅 春 

 (第１警備担当）              (北消防署予防司令） 

 

 

・西消防署副署長    下 川  健 次 

 (第２警備担当)        （南消防署福署長 第２警備担当） 

  

住宅用火災警報器を設置しましたか？ 
・今お住まいの住宅は、平成23年5月31日 
までに設置が必要です。 

・設置場所 
 寝室及び階段に設置します。(台所もお勧めします) 

・購入等 
 右のＮＳマークの付いているものを選びましょう。 

・その他注意点 
  不適切な訪問販売にご注意ください。 

講演会の様子 



     ＃７１１９ 救急安心センターおおさか 
 

 

 

 

 

                                 

                               

相談の結果、緊急性がある場合は直ちに 

救急車が出場します。 

緊急時には迷わず１１９番を！  

 

 迷ったらまずここへ ～救急医療相談窓口～ 

 

「病院へ行ったらいいの？」 

「救急車を呼んだ方がいいの？」 

「応急手当の仕方が分からない。」 

                  ・・・など 

迷ったらまずここへ電話してください。          問い合わせ先 吹田市消防本部 指令調査課 電話 06-6193-0119  

市民からの救急医療相談を「相

談員」「看護士」「医師」が２４

時間・３６５日受付します。 

注意 

健康相談、医薬品情報に関するもの及びセ

カンドオピニオン、精神科、小児育児等＃

８０００関係などに関しては＃７１１９

では相談できません。 



 

 

 

 

 

 

   

 

日本純良薬品株式会社は、昭和２０年に活性炭の製造を目的に設立された「日本炭素工業株式会社」を前身とし、昭 

和２３年に医薬品「スルファミン」の製造を開始したのに伴い、現社名に変更して以来、有機化学薬品の製造販売を事 

業として６５年の歴史を刻んでいます。昭和２９年には日本で初めて、水素還元アルキル化法による写真薬中間体メト 

ールの生産に成功するなど、技術開発に注力し、確立した水

素還元技術をベースに、医薬品や農薬、写真薬、染料など、

私たちの生活に無くてはならない種々な製品の原料と 

なる有機化合物を開発し、供給することにより社会に貢献 

してきました。 

近年は、液晶や半導体の製造に使用される電子材料薬品 

の開発に鋭意取り組んでおり、これまでに培ってきた高い 

製造技術と、金属の含有量をｐｐｂ（１０億分の１）の精 

度で測定できる分析技術の確立により、お客様に満足いた 

だける製品を提供しています。 

当社は、平成１１年に認証を取得したＩＳＯ９００１品質マネージメントシステムと、医薬品製造業の許可要件であ 

るＧＭＰ基準に適合した、高度な品質保証体制を構築し、「顧客に信頼され、満足される品質」を合言葉に品質改善に取 

り組んでいます。 

 また、平成１７年にはＩＳＯ１４００１の認証を取得し環境保全 

活動を進めています。 

                        当社の基幹技術である水素還元反応は、他の還元方法に較べて産業 

廃棄物がほとんど発生しない、環境に優しい技術ですが、更なる環 

境負荷の低減に向けて、溶剤のリサイクルや再資源化、省エネル 

ギーなどの改善に取り組んでいます。 

       工場においては、消防法の危険物を始め、多種多様な化学物質を取 

り扱うため「安全第一」、「事故災害は絶対に起さない」を基本理念 

として、全員参加のＲＣ活動を実施し、今後とも地域との共存共栄 

を図っていきます。 

                                                                                    

事業所訪問 

日本純良薬品（株） 

医薬用濾過設備（ＧＭＰ対応） 

超微量金属分析装置（ICP-MS) 



                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

                        

 

 

  

                     

              

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民表彰（初期消火活動）】 

 平成２２年１月１１日（月）に吹田市山田西４丁目で

発生したマンション火災において、住民の澤田宏幸氏と

岩﨑享喜氏は消火器を使用し、迅速かつ適切な初期消火

を行い、火災による被害を最小限にとどめた功績。 

 

◆  表 彰  ◆ 

 

◆ 大  阪  府  消  防  表  彰  式  ◆ 

 

◆ 第１４回危険業務従事者叙勲 ◆ 

【感謝状（人命救助）】 

 平成２２年３月３０日（火）指令調査課指揮支援第

２担当の出原 宏司令が、平成２２年３月２０日（土）

帰省途上、那智勝浦町で発生した建物火災において、

人命救助活動に貢献したことにより、来庁した那智勝

浦町消防本部の東 正通消防長から感謝状を受けまし

た。また、平成２２年５月１４日（金）当市消防本部

俊消防長から表彰状が授与されました。 

 

平成２２年３月２１日（日）エル・おおさか（大

阪府立労働センター）において、平成２１年度大阪

府消防表彰式が開催され、吹田市御旅町家庭防火ク

ラブが地域の火災予防の普及に多大な貢献をした功

績により、一般消防功労表彰を受けました。 

 表彰式には、吹田市家庭防火クラブ連絡協議会  

阪本 緑会長、吹田市御旅町家庭防火クラブ 畠中 

あき子会長が出席されました。 

 

元消防職員の井上奉身氏が著しく危険性の高い業

務に精励した功績により、平成２２年５月６日（木）

に大阪府知事から危険業務従事者叙勲を伝達されま

した。 

 同氏は、５月１３日（木）に東京都新宿区の日本

青年会館において行われた、総務省消防庁長官から

の伝達式にも出席されました。 

             

                   

                        

 

         

【分隊表彰（火災防ぎょ活動】 

 平成２２年１月８日（金）に吹田市南金田２丁目で

発生した住宅火災において、迅速的確な防ぎょ活動を

行い、火災による被害を最小限にとどめた功績。 

西消防署 第１警備 タンク車分隊 

西消防署 第１警備 ポンプ車分隊 

南消防署 第１警備 ポンプ車分隊 

南消防署 南正雀出張所 ポンプ車分隊 

  

 

阪本会長（左側）、畠中会長（中央） 



 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

 平成２２年４月２９日（木）千里ニュータウンの恒例行事「第４２回せんりこどもカーニバル」が千里南

公園で開催され大勢の家族連れでにぎわいました。なかよし広場前のステージでは、吹田市消防音楽隊も出

演し、緑の中爽やかな演奏と「♯７１１９」を題材にした寸劇を披露し、来場者の皆様から拍手をいただき

ました。また、北消防署が展示した消防車の前では、現場外とうを着用し、記念撮影をするたくさんの親子

の姿が見られました。 

 

◆ 幼 年 消 防 ク ラ ブ 結 成  ◆ 

平成２２年２月９日（火）、１０日（水）の両日、

大阪市平野区の大阪市営住宅解体現場を訓練会場と

して、大阪府下の国際消防救助隊合同訓練が行われ、

吹田市消防本部から救急救助課の隊員４名（救助工作

車１台）が参加しました。訓練は、大阪府下の７消防

本部４２名が参加したほか、警察、海上保安庁、災害

医療チームが参加し、実際の住宅を使用して建物が倒

壊した状況を再現した中で実施されました。 

国際消防救助隊は、高度救助隊（中核市同等）又は

特別高度救助隊（政令指定都市）を配置している全国

７７消防本部５９９名の隊員で編成されており、海外

で大規模な災害が発生した場合、その被災国等からの

救援要請を受けて、消防庁長官が国際消防救助隊員登

録消防本部に派遣を要請する体制を取っています。 

 市内で２４、２５番目の幼年消防クラブとして、吹田市立片山幼稚園と吹田市立江坂大池幼稚園に幼年

消防クラブが結成され、平成２２年５月２４日（月）と６月６日（日）の両日、村上南消防署長、宮田西

消防署長から法被が、吹田市防火連合会からペナントが贈呈されました。また、５月２４日には、吹田市

制７０周年記念イメージキャラクターの「すいたん」が登場し、園児たちは大喜びでした。 

 

◆ 国 際 消 防 救 助 隊 (IRT) 合 同 訓 練 ◆ 

◆ せ ん り こ ど も カ ー ニ バ ル  ◆ 

吹田市立片山幼稚園 吹田市立江坂大池幼稚園 
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